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省
健
康
・
生
活

衛
生
局
長
表
彰

で
は
、
受
賞
者 

11
名
の
代
表
者

が
同
省
同
局
生

活
衛
生
課
の
藤

本
昭
彦
課
長
補

佐
か
ら
表
彰
状

を
受
領
。
全
国

生
活
衛
生
同
業

組
合
中
央
会
理

事
長
感
謝
状
は
、
受
賞
者
26
名

を
代
表
し
山
下
敬
子
氏
（
福

岡
）
が
中
央
会
の
伊
東
明
彦
専

務
理
事
か
ら
受
領
。
全
社
連
会

長
表
彰
は
受
賞
者
46
名
を
代
表

し
井
口
尚
久
氏
（
福
岡
）
が
全

社
連
の
中
島
会
長
か
ら
受
領
。

全
受
賞
者
83
名
を
代
表
し
、
厚

生
労
働
省
局
長
表
彰
を
代
表
受

大
会
宣
言
と
８
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン（
大
会
決
議

）採
択

　

式
典
・
大
会
の
司
会
は
全
社

連
の
亀
島
延
昌
総
務
部
長
（
東

京
）
な
ど
が
担
当
。
組
合
旗
の

入
場
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
県

の
順
に
各
県
代
表
団
が
行
進
し

最
後
に
福
岡
県
が
入
場
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
長
德
治
副
会
長

（
大
阪
）
が
開
会
の
言
葉
を
述

べ
た
。
国
家
斉
唱
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
と
続
き
、
杉
元
美
智
代

大
会
委
員
長
（
福
岡
県
社
交
理

事
長
）
が
「
博
多
ん
街
へ　

よ

お
き
ん
し
ゃ
っ
た
ネ
」
と
博
多

弁
で
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
「
コ

ロ
ナ
禍
が
去
っ
て
２
年
半
、
社

交
飲
食
業
界
は
厳
し
い
経
営
を

続
け
て
い
る
の
も
確
か
で
す

が
、
社
交
飲
食
業
界
の
元
気
な

く
し
て
地
域
の
元
気
は
あ
り
ま

せ
ん
。
福
岡
大
会
を
契
機
に
皆

様
、
一
丸
と
な
っ
て
世
の
中
を

も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。

　

続
い
て
中
島
ヒ
ロ
子
大
会
会

長
（
全
社
連
会
長
）
が
挨
拶
。

大
会
参
加
へ
の
謝
意
を
示
し
た

上
で
「
私
達
の
業
界
の
課
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

令
和
６
年
度
税
制
改
正
で
は
、

交
際
費
に
関
し
て
損
金
算
入
で

き
る
飲
食
費
が
５
０
０
０
円
か

ら
１
万
円
に
上
が
り
、
今
後
も

周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
お

客
様
支
援
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ—

も
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
組
合
組
織
の
基
盤
強
化
で

は
今
の
登
録
組
合
員
数
の
５
％

を
増
強
し
よ
う
と
『
全
社
連
Ｎ

Ｅ
Ｔ
︱
5
活
動
２
０
２
５
』
と

い
う
計
画
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

に
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
地
元
の
福
岡
県
と
福

岡
市
の
代
表
者
、
県
議
会
議
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

■
功
労
者
83
名
を
表
彰

　

功
労
者
表
彰
で
は
福
岡
親
善

大
使
の
女
性
３
名
が
ア
シ
ス
タ

ン
ト
で
参
加
。
ま
ず
厚
生
労
働

領
し
た
迎
数
代
氏
（
福
岡
）
が

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

次
に
前
回
の
高
知
大
会
を
主

管
し
た
高
知
県
組
合
の
岩
田
和

久
理
事
長
に
中
島
大
会
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

■
全
体
会
議
で
審
議
　

　

全
体
会
議
で
は
全
社
連
副
会

長
の
伊
添
一
成
氏
（
沖
縄
）、

町
田
宏
之
氏
（
新
潟
）、
岸
久

氏
（
東
京
都
）
の
３
名
で
議
長

団
を
構
成
。
大
会
宣
言
文
を
福

岡
県
の
片
山
順
子
副
理
事
長
、

８
項
目
の
大
会
決
議
（
ス
ロ
ー

ガ
ン
）
を
全
社
連
の
安
宅
修
治

副
会
長（
北
海
道
）
が
読
み
上

げ
、
会
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採

択
し
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
、
次

回
開
催
地
の
発
表
、
大
会
旗
の

受
け
渡
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
全

社
連
の
佐
々
木
克
巳
副
会
長

（
広
島
）
の
閉
会
の
言
葉
で
式

典
・
大
会
が
終
了
し
た
。

第49回 全国社交飲食業代表者福岡大会
「元気は福岡から」テーマに開催「元気は福岡から」テーマに開催

　

大
会
の
終
盤
で
令
和
８
年
度
第

50
回
全
国
大
会
開
催
地
が
「
宮
城

県
」
と
発
表
さ
れ
た
。

　

開
催
日
は
10
月
26
日
（
月
）。

式
典
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
、
懇
親
会
は
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
が
会
場
（
い
ず
れ
も
仙

台
市
青
葉
区
）。

　

発
表
後
、
宮
城
県
の
Ｐ
Ｒ
映
像

（
村
井
嘉
浩
知
事
も
出
演
）
の
上

映
を
挟
み
、
揃
い
の
法
被
を
着
た

宮
城
県
代
表
団
な
ど
約
40
人
が
横

断
幕
を
持
ち
な
が

ら
登
壇
。
高
橋
隆

幸
理
事
長
な
ど
が

マ
イ
ク
を
手
に
ア

ピ
ー
ル
活
動
を
行

い
、
最
後
は
エ
イ

エ
イ
オ
ー
の
掛
け

声
に
続
き
「
伊
達

な
心
で
お
も
て
な

し
。
宮
城
県
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
呼
び
掛

け
、
大
会
参
加
者

か
ら
の
拍
手
や
声

援
に
応
え
る
形
で

手
を
振
っ
た
。

来年は宮城で開催

宮城県代表団がアピール
令和８年10月26日（月）

◇福岡大会の大会宣言

宮城大会をアピールする高橋理事長など県代表団

　我々全国の社交飲食業者は、大会宣言の趣旨に則り
参加者全員の総意を結集し、次に掲げるスローガンの
早期実現に向けて邁進する。

1.　組織拡大と強化に努める
1.　消費拡大に向け交際費枠の拡大を求める
1.　�消費税減税ならびに免税枠の引き上げを求める
1.　�安心安全な繁華街を目指し反社会的勢力の排除

に努める
1.　�顧客との信頼関係を構築する明確な料金表示を

徹底する
1.　納税のための公庫融資の確保を求める
1.　全国の生衛組合活動推進月間強化に努める
1.　�衛生管理を徹底し食品衛生水準の向上と維持に

努める
� 以上、決議する

令和７年10月27日 全国社交飲食業代表者福岡大会

　我々は、本大会の開催にあたり、生活衛生営業は国民生活
と密接な関係にあることを自覚し、社交飲食業を担う者とし
て、その責任を認識するものである。
　また、我々組合員は遵法営業のもとに、巧妙化する反社会
勢力による犯罪を防止し、治安の維持に努める。更に飲酒運
転を根絶し、安全・安心できる繁華街の醸成を目指す。
　我が連合会は「組織の拡大と強化」を常に重要テーマと捉
え、組合員の増強・未組織県の組合づくりに全力で取り組
み、より多くの同業者と共に業界振興に努める。
　また、令和６年度税制改正により長年要望してきた交際費
課税の特例措置が拡充され、飲食費が５０００円から１万円に限
度額が引き上げられたことをうけ、これを飲食需要の喚起の
機会とし、組合員・顧客の双方に周知をはかり、業界の活性
化につなげていく。
　本大会を機に全国社交飲食業者の力を結集し、目標達成の
為に、より一層の衛生管理の徹底、従業員のスキルアップ、
そしてお客様との信頼関係構築に邁進し、安心してご利用い
ただける社交空間を提供することを誓います。
　お客様の笑顔と満足こそが、私たちの喜びです。

� 令和７年10 月27 日
� 全国社交飲食業代表者福岡大会

◇ 大 会 決 議

　

令
和
７
年
度
第
49
回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大
会
は
10
月
27
日
（
月
）
午
後
、
福
岡

県
福
岡
市
に
各
都
道
府
県
組
合
か
ら
代
表
者
約
９
０
０
名
が
参
集
し
開
催
さ
れ
た
。
式
典
・
大

会
は
福
岡
国
際
会
議
場
、
懇
親
会
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
が
会
場
と
な
っ
た
。
福
岡
で
は
平

成
13
（
２
０
０
１
）
年
以
来
、
24
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
今
回
は
「「
コ
ロ
ナ
『
過
』
か
ら
５

年　

元
気
は
福
岡
か
ら
〜
つ
な
が
る
力
、
広
が
る
未
来
。
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大
会

で
新
た
な
可
能
性
を
見
つ
け
よ
う
�
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

大会決議などを採択した福岡大会の全体会議

全社連会旗を持つ中島会長。
右は福岡県組合の杉元理事長
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功労者表彰功労者表彰

秋
田
県

＝
小
西　

許
子

東
京
都

＝
斎
木　

辰
也

群
馬
県

＝
狩
野　

俊
嗣

静
岡
県

＝
中
村　
　

誠

愛
知
県

＝
中
塩　

髙
志

兵
庫
県

＝
門
内　

伸
之

徳
島
県

＝
長
瀬　

留
美

高
知
県

＝
丁
野　
　

健

福
岡
県

＝
迎　
　

数
代

熊
本
県

＝
天
木　

元
男

鹿
児
島
県
＝
政
井　

禎
久

◇厚生労働省
　健康・生活衛生局長表彰

北
海
道
＝
旭　
　

祐
之

秋
田
県
＝
鈴
木　

和
子

宮
城
県
＝
高
橋　

隆
幸

福
島
県
＝
宇
内　

  

孝

東
京
都
＝
恩
田　

雄
二

群
馬
県
＝
市
場　

  

薫

埼
玉
県
＝
小
林　

和
也

静
岡
県
＝
松
本　

雅
徳

新
潟
県
＝
西
澤　
　

武

富
山
県
＝
法
才　

秀
治

福
井
県
＝
河
合　
　

緑

愛
知
県
＝
河
合　

秀
昭

大
阪
府
＝
森　
　

龍
次

兵
庫
県
＝
田
中
希
未
子

広
島
県
＝
大
下　

秀
之

香
川
県
＝
大
澤　

康
司

徳
島
県
＝
松
本　

寛
子

高
知
県
＝
門
可
千
佳
子

福
岡
県
＝
森
川　
　

徹

　
　
　
　

山
下　

敬
子

　
　
　
　

西
田　

鮎
美

大
分
県
＝
寺
本　

惠
理

熊
本
県
＝
渕
上　

惠
子

宮
崎
県
＝
岡
田
奈
津
美

鹿
児
島
県
＝
米
元
和
子

沖
縄
県
＝
野
村　

安
成

◇全国生活衛生同業組合
　　　中央会理事長感謝状

〈敬称略〉

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

第第
4949
回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大
会

回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大
会

表
彰
者
一
覧

◇全国社交飲食業生活衛生
　同業組合連合会会長表彰

北
海
道
＝�

藤
淳
一
、
白
幡
慎
太
郎
、

澤
岡
健
児

秋
田
県
＝
石
川
達
夫

宮
城
県
＝
齋
藤
由
美
子
、
藤
田
将
史

山
形
県
＝
山
口
愛
子

福
島
県
＝
畑
健
一	

東
京
都
＝�

中
島
佑
一
、
手
塚
マ
キ
、

佐
藤
和
義
、
渡
辺
佐
利
、

山
本
伸
一

群
馬
県
＝
小
林
晃
裕
、
狩
野
昌
紀

埼
玉
県
＝
白
岩
文
江	

静
岡
県
＝
峯
崎
京
子	

新
潟
県
＝
近
藤
則
子
、
田
畑
敏
晴

山
梨
県
＝
戸
野
幸
一

石
川
県
＝
山
岸
夕
莉

福
井
県
＝
山
本
明
夫

愛
知
県
＝
寺
本
浩
二
、
鈴
木
隆
博

大
阪
府
＝�

中
村
幸
子
、中
村
美
津
江
、

大
西
教
夫

広
島
県
＝
黒
田
豊
、
檜
垣
真
実

香
川
県
＝
秋
山
瑞
樹

徳
島
県
＝
榎
園
信
一

高
知
県
＝
濱
田
さ
お
り

福
岡
県
＝
三
瀬
由
美
子
、
井
口
尚
久

長
崎
県
＝
田
島
史
雄

大
分
県
＝
花
山
耕
太

熊
本
県
＝
入
江
弘
治
、
吉
岡
聖
昇

宮
崎
県
＝
金
丸
聖
典
、
森
昌
彦

鹿
児
島
県
＝
安
永
ひ
ろ
み

沖
縄
県
＝�

比
嘉
美
奈
子
、
末
吉
悟
、

伊
藝
京
子
、
松
田
晃
太

郎
、
山
川
敦

全国社交飲食業代表者福岡大会の舞台上来賓席

大臣祝辞を代
読する藤本氏

式　典

厚
生
労
働
大
臣
祝
辞
は
藤
本
氏
が
代
読

来
賓
代
表
の
７
氏
か
　
　
ら

祝
辞

「福岡の食」や「ワンヘルス」アピール

福岡県・市な　
　ど歓迎の言葉

　

10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大

会
の
式
典
で
は
、
来
賓
代
表
の

方
々
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

地
元
側
の
歓
迎
の
挨
拶
で
は

福
岡
県
の
服
部
誠
太
郎
知
事
の

祝
辞
を
上
田
哲
子
副
知
事
が
代

読
。「
令
和
７
年
度
全
国
社
交

飲
食
業
代
表
者
大
会
が
福
岡
県

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
全
国
の
皆
様
が
一
堂
に
会

し
業
界
の
活
性
化
に
向
け
た
議

論
を
重
ね
、
団
結
を
確
認
さ
れ

る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で

す
。
本
日
の
大
会
が
実
り
多
い

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

是
非
、
こ
の
機
会
に
『
福
岡
の

　
福
岡
市
の
荒
瀬
泰
子
副
市
長

は
「
先
程
の
組
合
旗
の
入
場
行

進
を
見
て
皆
様
の
盛
り
上
が
り

を
感
じ
ま
し
た
」
と
所
感
を
語

っ
た
上
で
、
髙
島
宗
一
郎
市
長

の
祝
辞
を
代
読
。「
人
口
１
６

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
中
島

会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
社
交
飲
食
業
を
通
じ
て
国

民
の
日
常
生
活
に
憩
い
の
場
を

ご
提
供
頂
く
と
共
に
、
社
交
飲

食
業
の
発
展
や
衛
生
水
準
の
向

上
に
御
貢
献
頂
い
て
い
る
こ
と

に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
福
岡
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
杉
元
理
事
長
を

は
じ
め
、
今
大
会
の
開
催
に
御

な
サ
ー
ビ
ス
と
お
も
て
な
し
の

心
は
、
本
市
の
観
光
施
策
に
不

可
欠
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

表
彰
、
全
体
会
議
を
挟
ん
だ

式
典
後
半
で
は
、
先
ず
上
野
賢

一
郎
厚
生
労
働
大
臣
の
祝
辞
を

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生

局
生
活
衛
生
課
の
藤
本
昭
彦
課

長
補
佐
が
代
読
。「
全
社
連
の

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
」

と
報
告
し
た
上
で
「
当
中
央
会

に
お
い
て
は
、
16
業
種
の
全
国

生
活
衛
生
同
業
組
合
が
一
致
団

結
し
て
生
衛
組
合
の
組
織
強
化

・
活
性
化
を
推
進
し
、
業
界
振

興
の
た
め
の
各
種
施
策
の
拡
充

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
常
務
取

締
役
の
長
田
浩
志
・
生
活
衛
生

部
門
長
は
「
社
交
飲
食
業
を
め

ぐ
る
環
境
が
厳
し
い
中
、皆
様

が
一
堂
に
会
し
活
発
に
情
報
交

換
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
、
意
義

深
く
本
大
会
が
ご
商
売
の
更
な

る
繁
栄
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
日
本
公
庫
も
皆
様
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
金
融
面

で
の
支
援
は
も
と
よ
り
組
合
加

入
案
内
な
ど
組
合
活
性
化
へ
の

協
力
、
各
種
事
業
支
援
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
」と
話
し
た
。

　

福
岡
県
生
活
衛
生
議
員
連
盟

会
長
の
原
口
剣
生
・
福
岡
県
議

会
議
員
は
「
大
勢
の
ご
参
集
の

中
で
本
大
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
の
な

お
一
層
の
ご
尽
力
と
、
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
今

大
会
を
契
機
に
、
な
お
一
層
、

社
交
の
皆
様
方
と
個
々
の
店
舗

が
繁
栄
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

食
』
を
ご
堪
能
下

さ
い
」
と
述
べ

た
。

　

福
岡
県
議
会
議

長
（
全
国
都
道
府

県
議
会
議
長
会
会

長
）
の
藏
内
勇
夫

議
員
は
「
本
県
で

は
『
人
と
動
物
の

健
康
、
環
境
の
健

全
性
』
を
一
つ
の

健
康
と
と
ら
え
一

体
的
に
守
っ
て
い

く
『
ワ
ン
ヘ
ル

ス
』
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に

ワ
ン
ヘ
ル
ス
認
証

を
受
け
た
安
全
・

安
心
な
福
岡
県
の

特
産
物
を
是

非
ご
堪
能
頂

き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と

語
っ
た
。

６
万
人
を
超
え
『
元

気
な
ま
ち
、
住
み
や

す
い
ま
ち
』
と
し
て

国
内
外
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
福
岡

市
の
魅
力
の
一
つ
が

多
彩
な
食
文
化
で

す
。
市
内
に
は
屋
台

文
化
を
は
じ
め
多
種

多
様
な
飲
食
店
が
集

ま
り
、
訪
れ
る
人
々

に
特
別
な
体
験
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
食
文
化
の
魅

力
の
根
幹
に
は
社
交

飲
食
業
の
皆
様
の
力

が
あ
り
安
全
・
安
心

尽
力
頂
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
対
し

深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」
な
ど

と
祝
辞
を
述
べ

た
。

　

全
国
生
活
衛
生

同
業
組
合
中
央
会

・
大
森
利
夫
理
事

長
の
祝
辞
は
伊
東

明
彦
専
務
理
事
が

代
読
。「
多
く
の

生
活
衛
生
業
者
は

利
益
ベ
ー
ス
で
み

る
と
、
ま
だ
コ
ロ

ナ
前
に
戻
り
切
れ

ず
、
今
な
お
厳
し

１０2歳参加者に花束

大会式典でサプライズ
福井の三宅はる子さん

　

福
岡
大
会
の
式
典
で
は
、

中
島
ヒ
ロ
子
全
社
連
会
長
が

挨
拶
の
途
中
、
１
０
２
歳
の

参
加
者
が
い
る
こ
と
を
紹

介
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
花
束
が

贈
ら
れ
る
一
幕
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
参
加
者
は
福
井
県
組

合
副
理
事
長
の
三
宅
惠
子
さ

ん
の
母
・
三
宅
は
る
子
さ

ん
。
昨
年
の
高
知
大
会
に
続

き
、
車
椅
子
で
大
会
に
参

加
。
式
典
修
了
後
の
懇
親
会

で
も
福
井
県
組
合
の
テ
ー
ブ

ル
で
食
事
や
余
興
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　
◇
上
の
写
真
は
福
岡
親
善

大
使
の
女
性
（
右
）
か
ら
花

束
を
受
け
取
り
娘
の
惠
子
さ

ん
（
中
央
）
と
写
真
に
収
ま

る
三
宅
は
る
子
さ
ん
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懇
親
会
会
場

の
入
口
で
は
福

岡
県
組
合
・
会

員
店
の
女
性
１

０
０
名
弱
が
２

本
の
花
道
を
作

続
い
て
中
島
ヒ
ロ
子
大
会
会
長

（
全
社
連
会
長
）
が
挨
拶
。
来

賓
か
ら
は
㈱
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク

ス
代
表
取
締
役
社
長
の
藤
堂
和

子
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
博
多
券
番
（
博
多

の
芸
妓
衆
）
に
よ
る
艶
や
か
な

祝
舞
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
立
方
の
芸
妓
２
人
が
舞
台
中

央
で
美
し
い
所
作
の
舞
踊
を
披

露
。
三
味
線
、
鼓
（
つ
づ
み
）

の
奏
者
等
を
含
め
総
勢
15
名
の

女
性
に
よ
る
祝
舞
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

続
い
て
福
岡
県
組
合
顧
問

（
前
理
事
長
）
の
大
﨑
信
昭
氏

の
発
声
に
よ
り
参
加
者
全
員
で

乾
杯
し
宴
会
に
入
っ
た
。
大
会

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
円
卓

で
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ス
料
理
を
堪

　

事
務
所
移
転　

福
島
県
社
交

飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
は

事
務
所
を
左
記
に
移
転
し
た
。

　

〒
９
６
０
︱
８
０
３
６
福
島

市
新
町
１
︱
26　

第
７
清
水
ビ

ル
２
階
。
☎️
０
２
４
︱
５
２
２

︱
５
５
７
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

︱
５
７
３
︱
４
４
３
６
。
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
＝f-shako@olive.

plala.or.jp
能
し
な
が
ら
、

都
道
府
県
の
垣

根
を
越
え
て
交

流
を
図
っ
た
。

　

乾
杯
後
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
ダ
ン
サ

ー
の
三
田
セ
ミ

リ
さ
ん
に
よ
る

エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
な
ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
が
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　

続
い
て
第
17

回
全
社
連
カ
ラ

オ
ケ
選
手
権
が

ス
タ
ー
ト
。
全

国
８
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
者
８
人

が
、
地
元
代
表

団
の
熱
い
声
援

を
受
け
な
が
ら

得
意
曲
を
熱
唱

し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
日
本
音
楽

著
作
権
協
会
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業

本
部
長
の
奥
西
望
氏
や
カ
ラ
オ

ケ
使
用
者
連
盟
代
表
理
事
の
梶

喜
代
三
郎
氏
、
全
国
カ
ラ
オ
ケ

事
業
者
協
会
副
会
長
の
毛
利
泰

介
氏
な
ど
５
名
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
優
勝
は
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
で
麻
倉
未
稀
の「
ヒ
ー

ロ
ー
」を
歌
っ
た
藤
原
し
の
ぶ

さ
ん（
徳
島
）に
決
ま
り
、
全
社

連
の
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
か
ら
ト

ロ
フ
ィ
ー
や
賞
金
目
録
等
が
贈

ら
れ
た
。
曲
は
大
会
を
主
管
し

た
福
岡
県
組
合
を
た
た
え
る
意

味
で
選
ん
だ
と
い
う
。

　

準
優
勝
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
で
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
「
エ
ヴ
リ

シ
ン
グ
」
を
歌
っ
た
三
宅
ゆ
か

り
さ
ん
（
福
岡
）、
３
位
は
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ

の
「
は
じ
ま
り
は
い
つ
も
雨
」

を
歌
っ
た
高
橋
昭
広
さ
ん
（
岩

手
）
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。【
Ｄ
Ａ

Ｍ
賞
】
山
﨑
晴
菜
さ
ん
（
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
）【
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
賞
】
布
施
壮
汰
さ
ん

（
中
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
）

【
全
国
カ
ラ
オ
ケ
事
業
者
協
会

賞
】
伊
東
一
幸
さ
ん
（
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
・
静
岡
）【
カ
ラ
オ
ケ

使
用
者
連
盟
賞
】
春
乃
エ
リ
カ

さ
ん
（
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
）【
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
賞
】
國
吉
武
志
さ

ん
（
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

▼
台
湾
出
身
歌
手
が
シ
ョ
ー

　

審
査
中
に
は
台
湾
出
身
の
歌

手
、
レ
イ
ジ
ュ
さ
ん
の
歌
謡
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
、「
空
港
」
な

ど
テ
レ
サ
テ
ン
の
ヒ
ッ
ト
曲
や

自
身
の
デ
ビ
ュ
ー
15
周
年
記
念

シ
ン
グ
ル
「
サ
イ
ナ
ラ
あ
ん

た
」
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
高
知
大
会
の
懇
親
会
は
式

典
終
了
後
、
会
場
を
福
岡
市
の
「
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福

岡
」
の
宴
会
場
に
移
し
午
後
６
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
こ

こ
で
は
地
元
・
福
岡
に
ち
な
ん
だ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
恒
例
の
全
社
連
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
に
一
体
感
が
生
ま
れ

た
。
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
は
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の

藤
原
し
の
ぶ
さ
ん
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

る
形
で
立
ち
並
び
、
各
都
道
府

県
の
参
加
者
を
迎
え
た
。

　

懇
親
会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
中
尾
香
織
さ
ん
が
司

会
。
初
め
に
杉
元
美
智
代
大
会

委
員
長
（
福
岡
県
理
事
長
）、

　

博
多
券
番
の
祝
舞
で
幕
を
開

け
た
福
岡
大
会
の
懇
親
会
は
、

終
盤
も
地
元
色
が
濃
く
出
た
終

わ
り
方
と
な
っ
た
。

　

先
ず
閉
会
の
挨
拶
に
続
い
て

歌
わ
れ
た
祝
い
め
で
た
（
博
多

祝
い
唄
と
も
言
わ
れ
る
）。
博

多
の
祝
い
の
席
で
歌
わ
れ
る
民

謡
で
、
舞
台
上
に
は
地
元
代
表

の
４
名
が
登
壇
。
順
番
に
歌
声

を
響
か
せ
、
大
会
参
加
者
も
起

立
し
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
歌
詞
を

口
ず
さ
ん
だ
。

　

続
い
て
手
締
め
を
「
博
多
手

一
本
」
で
行
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

一
本
締
め
と
は
異
な
り
、
独
特

の
拍
子
で
複
数
回
手
を
打
つ
の

が
特
徴
の
手
締
め
で
、
音
頭
役

の
男
性
と
共
に
手
を
打
っ
た
。

地
元
で
は
宴
席
な
ど
で
日
常
的

に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

大
会
参
加
者
は
、
こ
の
二
つ

を
実
際
に
体
験
し
て
会
場
を
後

に
し
、
博
多
流
の
懇
親
会
の
余

韻
に
浸
り
な
が
ら
ナ
イ
ト
マ
ッ

プ
を
片
手
に
中
州
な
ど
歓
楽
街

に
繰
り
出
し
た
。

　

福
島
県
組
合
は
今
年
の
総

会
で
理
事
長
が
佐
藤
吉
昭
氏

（
現
常
任
相
談
役
）
か
ら
元

理
事
長
の
鈴
木
悦
朗
氏

（
76
）
に
替
わ
っ
た
。
鈴
木

理
事
長
は
「
組
合
の
閉
塞
感

を
打
破
し
活
性
化
さ
せ
る
た

め
就
任
後
、
幹
部
と
事
務
局

の
若
返
り
を
図
り
ま
し
た
」

と
語
る
。

　

新
副
理
事
長
と
専
務
理
事

に
は
50
歳
前
後
の
役
員
を
登

用
し
た
と
い
う
。

　

支
部
は
昨
年
、
南
相
馬
支

部
が
誕
生
し
た
が
、
今
年
は

郡
山
支
部
が
休
会
。
福
島
、

飯
坂
、
あ
い
づ
、
二
本
松
、

須
賀
川
、
石
川
、
平
、
伊
達
、

本
宮
な
ど
10
支
部
で
活
動
し
て

い
る
。

　

福
島
支
部
で
は
「
ふ
く
し
ま

　

ぐ
る
っ
と
ま
わ
っ
て
Ｍ
Ａ

し
た
お
客
さ
ん
が
参
加
組
合
店

で
、
は
じ
ご
酒
を
楽
し
み
抽
選

に
も
参
加
で
き
る
「
来
て
!
み

て
!
呑
ん
で
ラ
リ
ー
」
を
福
島

市
の
補
助
を
受
け
毎
年
、
開
催

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
行
政
と
の
連
携
も

土
台
と
な
り
「
福
島
県
か
ら
来

年
度
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
補
助
金
事
業
）

の
案
内
を
頂
い
て
お
り
県
組
合

と
し
て
手
を
挙
げ
る
方
向
で
、

各
支
部
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
っ

て
い
ま
す
」（
同
）
と
語
る
。

　

福
島
県
組
合
の
全
社
連
登
録

人
数
は
今
年
４
月
時
点
で
４
３

０
人
。
近
年
は
減
少
が
続
い
て

お
り
、
鈴
木
理
事
長
は
「
組
合

員
の
増
強
は
大
き
な
課
題
で
、

５
０
０
人
に
戻
す
目
標
を
支
部

長
と
も
共
有
し
て
い
ま
す
。
各

支
部
で
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し

組
合
の
知
名
度
を
上
げ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

（ＴＥＬ）

酒類メーカー アサヒビール株式会社 03-5608-5158

カラオケ機器 株式会社エクシング 03-6848-8183

酒類メーカー サントリー株式会社 03-5579-1000

たばこ事業 日本たばこ産業株式会社 03-6636-2914

カラオケ機器 株式会社第一興商 03-3280-2151

電力・ガス 株式会社ﾐﾂｳﾛｺｳﾞｪｯｾﾙ 03-3275-6316

酒類メーカー キリンビール株式会社 03-5641-2270

全
社
連
賛
助
会
員

（企業名）

鈴木理事長

⑱
福
島
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に
フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

「会員増強へ組合の知名度上げる」

懇親会で参加者に一体感懇親会で参加者に一体感

南相馬含　　め10支部で活動中新 規
発 足

Ｐ
」
を
制
作

し
、
市
内
の
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

な
ど
22
カ
所
で

無
料
配
布
。
掲

載
店
の
特
典
ク

ー
ポ
ン
付
で
今

年
３
月
発
行
の

16
号
は
１
万
５

０
０
０
部
を
発

行
し
た
。
組
合

の
掲
載
店
舗
や

ホ
テ
ル
か
ら
の

冊
子
の
依
頼
は

増
え
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入

博多券番による「祝舞」がオープニングを飾った

盛況の中、「博多手一本」で締めた懇親会

優勝し表彰された藤原さん

全国８ブロックのカラオケ代表者

カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
で
ブ
ロ
ッ
ク

代

表
８
人
競
う

優
勝
は
藤
原
さ　

　
ん（
中
四
国

代

表
）

博
多
券
番
の
祝
舞
で
始
ま
っ
た
懇
親
会

祝
い
め
で
た
と

博
多
手
一
本

〝
締
め
〟も
博
多
流

全国社交飲食業代表者福岡大会・第２部全国社交飲食業代表者福岡大会・第２部
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意
で
取
り
組
む

こ
と
を
報
告
し

た
。

　

研
修
会
の
２

日
目
で
は
初
め

に
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５

活
動
２
０
２
５

の
具
体
的
手
順
に
つ
い
て
岸
久

副
会
長
兼
専
務
理
事
が
説
明
。

こ
の
活
動
に
取
り
組
む
経
緯
・

目
的
、
各
県
組
合
の
組
合
員
数

の
推
移
や
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５
で
の
計

画
数
、
現
状
登
録
数
か
ら
見
た

今
後
10
年
間
の
将
来
推
計
数
、

生
衛
法
と
の
関
連
、
各
都
道
府

県
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
組
合

員
割
合
に
つ
い
て
説
明
。
新
規

組
合
員
ご
と
に
各
県
組
合
が
全

社
連
事
務
局
に
送
る
登
録
申
請

書
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　

こ
の
後
、
伊
添
一
成
・
全
社

連
基
盤
強
化
チ
ー
ム
長
を
筆
頭

に
佐
々
木
克
巳
副
会
長
、
安
宅

修
治
副
会
長
が
「
組
織
拡
大
と

基
盤
強
化
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
。
沖
縄
県
組
合
で
は
Ｎ
Ｅ

Ｔ
―
５
の
達
成
に
向
け
て
活
動

を
開
始
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
に
町
田
宏
之
副
会
長

に
よ
る
研
修
会
の
全
体
総
評
の

中
で
も
組
合
員
増
強
及
び
Ｎ
Ｅ

Ｔ
―
５
に
取
り
組
む
必
要
性
が

語
ら
れ
、
福
長
德
治
副
会
長
の

閉
会
挨
拶
で
は
参
加
者
全
員
の

「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
コ
ー
ル
で
閉

会
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
と
（
一
社
）

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

央
会
の
令
和
７
年
度
生
活
衛

生
功
労
者
表
彰
式
典
が
、
10

月
24
日
（
金
）
午
後
12
時
30

分
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳳

凰
の
間
で
行
わ
れ
た
。

　

全
社
連
か
ら
は
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
で
８
名
、
全
国
生

活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理

事
長
表
彰
で
14
名
が
受
賞
の

栄
誉
に
浴
し
た
。

　

式
典
は
国
歌
斉
唱
で
始
ま

り
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式

で
は
上
野
賢
一
郎
厚
生
労
働

大
臣
の
挨
拶
を
代
理
で
大
坪

寛
子
健
康
・
生
活
衛
生
局
長

が
代
読
。
続
く
表
彰
状
授
与

で
は
、
大
坪
局
長
か
ら
受
賞

者
１
２
３
名
の
代
表
者
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
後
、
代

表
者
が
謝
辞
を
読
み
上
げ

た
。

　

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
表
彰
式
で

は
、
大
森
利
夫
・
中
央
会
理

事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
森

理
事
長
か
ら
受
賞
者
１
５
１

名
の
代
表
者
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
後
、
代
表
者
が
謝

辞
を
読
み
上
げ
た
。

　

式
典
に
は
全
社
連
会
長
で

全
国
中
央
会
副
会
長
の
中
島

ヒ
ロ
子
氏
も
出
席
し
、
檀
上

の
主
催
者
席
に
就
い
た
。

　

終
了
後
は
連
合
会
ご
と
に

関
係
者
を
交
え
た
記
念
写
真

を
撮
影
し
た
。

　

こ
の
後
、
全
社
連
は
別
室

で
受
賞
者
を
囲
む
お
祝
い
の

会
を
開
催
。
式
典
に
出
席
し

た
全
社
連
役
員
も
参
加
し
、

軽
食
を
と
り
な
が
ら
受
賞
を

祝
っ
た
。

　

（
左
表
の
全
社
連
受
賞
者

名
は
敬
称
略
）

  都道府県　　　 氏　名
岩　手　県　　瀬戸　美栄子
秋　田　県　　渡辺　純二郎
宮　城　県　　高橋　　隆幸
山　形　県　　横山　　陽子
東　京　都　　亀島　　延昌
埼　玉　県　　泉　　智太郎
富　山　県　　砺波　　彰裕
福　井　県　　吉浪　　浩一
愛　知　県　　中塩　　高志
三　重　県　　中村　　　将
三　重　県　　藤田　満知子
広　島　県　　木村　　敏彦
熊　本　県　　林　　　宏明
沖　縄　県　　松田　　　隆

中央会理事長表彰

厚生労働大臣表彰
  都道府県　　　 氏　名

北　海　道　　菅原　　政明

長　野　県　　中村　　吉秀

福　井　県　　三宅　　惠子

兵　庫　県　　北野　　政男

広　島　県　　新見　　亮二

大　分　県　　長尾　　淳子

熊　本　県　　立川　　慎祐

沖　縄　県　　垣花　　有人

全社連から22名が受賞全社連から22名が受賞
令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

厚生労働大臣表彰８名
中央会理事長表彰は14名

　

11
月
17
、
18
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
社
連
の
リ
ー

ダ
ー
ズ
研
修
会
（
令
和
７
年
度
生
活

衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
研
修
会
）

は
初
日
に
厚
生
労
働
省
生
活
衛
生
課

の
藤
本
昭
彦
課
長
補
佐
が
基
調
講

演
。
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央

会
の
梅
澤
雅
男
事
務
局
長
、
㈱
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
中
村
裕
一
郎
・
生

活
衛
生
融
資
部
長
の
講
演
と
谷
川
豪

上
席
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
代
理
に
よ

る
生
衛
貸
付
の
活
用
方
法
の
レ
ク
チ

ャ
ー
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
に
は
全
社
連
の
組
織
拡
大

と
基
盤
強
化
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５
の
講
義

が
行
わ
れ
た
。

　

全
社
連
は
11
月
17
、
18
日
の

２
日
間
、
東
京
で
「
全
社
連
Ｎ

Ｅ
Ｔ
―
５
活
動
２
０
２
５
の
推

進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
リ
ー
ダ

ー
ズ
研
修
会
（
令
和
７
年
度
生

活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
研

修
会
）
を
開
催
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５
活
動
２
０
２
５

は
、
組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
対
策
と
し
て
計
画
さ

れ
、
９
月
の
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
。
令
和
７
年
度
末
ま
で
に

各
都
道
府
県
組
合
が
今
年
度
の

組
合
員
数
を
維
持
し
な
が
ら
５

％
鈍
増
（
７
年
度
補
助
金
事
業

実
施
５
都
県
＝
宮
城
、
山
梨
、

東
京
、
岐
阜
、
愛
知
は
10
％
鈍

増
）
を
目
標
に
取
り
組
む
。

　

研
修
会
で
は
「
今
、
組
合
に

最
も
必
要
な
組
織
の
基
盤
強
化

と
活
動
」
と
し
て
テ
ー
マ
に
据

え
ら
れ
た
。
各
組
合
か
ら
は
理

事
長
な
ど
幹
部
ク
ラ
ス
の
役
員

等
約
70
名
が
参
加
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―

５
の
意
義
や
目
標
を
共
有
し

た
。
研
修
会
の
冒
頭
、
中
島
ヒ

ロ
子
会
長
は
挨
拶
の
中
で
Ｎ
Ｅ

Ｔ
―
５
に
つ
い
て
「（
組
合
員

を
増
や
し
）
も
う
一
度
、
活
気

あ
る
組
合
に
し
て
い
く
た
め
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
下
さ

い
」
と
述
べ
る
と
共
に
、
全
社

連
の
正
副
会
長
は
不
退
転
の
決

広めよう飲食費の拡大広めよう飲食費の拡大
お客様への周知にご協力を�

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

　

10
月
１
日
に
始
ま
っ
た
全
社

連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
「
煌

め
く
夜
に
乾
杯
�
プ
レ
ミ
ア
ム

ナ
イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
が
11
月
30
日
に
終
了
す

る
。
全
社
連
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
研

修
会
で
は
、
運
営
委
託
会
社
の

集
計
な
ど
を
基
に
中
間
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
お
客
様
が
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
参
加
店
を
２
店
利
用
し

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
２
個
集

め
る
と
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
抽

選
に
応
募
で
き
る
ス
キ
ー
ム
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
こ

の
ほ
ど
生
衛
業
景
気
動
向
等
調

査
結
果
（
今
年
７
―
９
月
期
）

を
公
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
生
衛
業

（
15
業
種
）
の
景
況
は
業
況
判

断
、
売
上
、
採
算
の
Ｄ
Ｉ
値
が

い
ず
れ
も
前
期
（
今
年
４
―
６

月
期
）
を
下
回
っ
た
。
日
本
公

庫
は
生
衛
業
の
景
況
判
断
を
引

き
続
き
「
持
ち
直
し
の
動
き
に

足
踏
み
が
み
ら
れ
る
」
と
し

た
。
Ｄ
Ｉ
値
は
結
果
が
良
い
企

業
の
割
合
か
ら
悪
い
企
業
の
割

合
を
引
い
た
指
数
。

　

■
社
交
の
Ｄ
Ｉ
値
は
改
善
も

マ
イ
ナ
ス
水
準
の
項
目
多
く

　

社
交
飲
食
業
の
Ｄ
Ｉ
値
は
業

況
判
断
が
前
期
よ
り
３
・
７
㌽

増
の
▲
（
マ
イ
ナ
ス
）
15
・

６
、
売
上
が
３
・
５
㌽
増
の
▲

11
・
２
、
採
算
が
２
・
３
㌽
増

の
▲
20
・
６
、
利
用
客
数
が
４

・
４
㌽
増
の
▲
18
・
８
、
客
単

価
が
１
・
６
㌽
増
の
０
・
５
だ

っ
た
。
生
衛
業
全
体
同
様
、
マ

イ
ナ
ス
水
準
の
項
目
が
多
い
。

　

10
月
24
日　

令
和
７
年
度
生

活
衛
生
功
労
者
表
彰
式
。
中
島

会
長
、
岸
副
会
長
兼
専
務
理

事
、
岩
瀬
事
務
局
長
。

　

10
月
26
日　

令
和
７
年
度
全

国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大

会
リ
ハ
ー
サ
ル
。

　

10
月
27
日　

令
和
７
年
度
第

49
回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者

福
岡
大
会
。

　

11
月
17
日　

令
和
７
年
度
第

４
回
正
副
会
長
会
議
。
正
副
会

長
、
執
行
部
。

　

11
月
17
日
〜
18
日　

令
和
７

年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
研
修
会
。

　

11
月
18
日　

第
５
回
正
副
会

長
会
議
。
正
副
会
長
、
執
行

部
、
事
務
局
長
。

　

11
月
19
日　

第
23
回
全
社
連

暴
力
団
等
排
除
対
策
協
議
会
。

福
長
副
会
長
、
町
田
副
会
長
、

伊
添
副
会
長
、
岸
副
会
長
兼
専

務
理
事
、
土
岐
理
事
、
水
長
理

事
、
守
岡
理
事
、
杉
元
理
事

他
。

が
目
立
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
ス
タ
ン
プ
取
得
数

の
多
い
店
ト
ッ
プ
20
に
は
、
三

重
の
店
が
７
店
、
新
潟
が
４

店
、
北
海
道
、
群
馬
、
岐
阜
、

長
崎
の
店
が
各
２
店
、
滋
賀
の

店
が
１
店
入
り
、
１
、
２
位
は

岐
阜
の
店
が
占
め
た
。

　

抽
選
で
は
11
月
11
日
ま
で
の

６
週
全
て
で
当
選
数
を
上
回
る

応
募
数
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
の
経
過
に
つ
れ
応
募
数

も
増
加
（
第
６
週
は
１
４
４

５
）。
各
週
の
当
選
本
数
は
同

じ
だ
っ
た
が
、
当
選
確
率
は
第

１
週
の
96
％
か
ら
第
６
週
で
は

31
％
ま
で
下
が
っ
た
。

　

中
間
報
告
の
ま
と
め
と
し
て

次
の
点
を
挙
げ
た
。
▽
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
（
40
、
50
代
）

の
確
実
な
補
足
と
高
い
リ
ピ
ー

ト
率
、
全
国
的
な
規
模
で
の
認

知
▽
「
２
店
舗
以
上
の
周
遊
促

進
」
は
極
め
て
高
水
準
。

賞
品
は
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
で

１
等
１
万
円
分
が
９
本
、
２
等

２
０
０
０
円
分
が
３
９
６
０
本

当
た
る
。
抽
選
は
期
間
中
、
９

週
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

全
国
の
参
加
組
合
店
は
約
４

７
０
０
店
。
大
阪
が
１
２
２
５

店
で
最
多
。
新
潟
（
４
２
０

店
）、
三
重
（
３
９
６
店
）、
熊

本
（
２
６
４
店
）、青
森
（
２
５

３
店
）、愛
知
（
２
５
１
店
）
な

ど
が
続
い
た
。
一
方
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
登
録
者
（
お
客
様
）
は

10
月
末
現
在
・
３
７
０
４
人
。

居
住
地
は
新
潟
が
５
７
５
人
で

最
多
。
三
重
（
２
７
３
）、
長

崎
（
２
６
７
）、
沖
縄
（
２
６

４
）、
北
海
道
（
２
３
６
）、
滋

賀
（
２
２
６
）
な
ど
が
上
位
を

占
め
た
。
男
女
比
は
約
６
対
４

と
拮
抗
。
年
代
は
40
代
、
50
代

が
各
３
割
近
く
と
多
か
っ
た
。

　

10
月
末
現
在
、 

登
録
者
が
２

店
利
用
で
集
め
た
ス
タ
ン
プ
取

得
数
９
９
０
２
個
、
抽
選
へ
の

応
募
数
は
３
７
０
１
件
で
、
金

曜
な
ど
平
日
・
週
後
半
の
動
き スタンプラリーのポスター

厚生労働省の藤本課長補佐の講演を聞く参加者

リーダーズ研修会（リーダーズ研修会（令和７年度令和７年度
対 策 事 業対 策 事 業）東京で開催）東京で開催

詳
細
は
１
月
号
に
掲
載

リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
で
各
県
幹
部
に
周
知

全社連

日
本
公
庫
の
生
衛
業
景
況
調
査
７
―
９
月
期

全
体
で
は

低
下
も
社
交
は
前
期
よ
り
改
善

全社連のプレミアムナイトスタンプラリー中間報告

週を追う
ご と に 抽選応募数が増加
参加店は大阪、登録者は新潟がトップ

関係者と記念写真に収まる全社連の受賞者

Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｔ––

５　
　
　
達
成
へ
一
丸

５　
　
　
達
成
へ
一
丸

（
組
合
員
の

５
％
純
増
）


